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「令和５年度  学校経営計画について」  
 



協議

内容 

の概

略 

１．学校長挨拶   

２．学校見学（小学部 →中学部→高等部）   

３．令和 5 年学校経営計画の進捗状況について   

４．令和 6 年度使用教科用図書について   

５．事務局より諸連絡  学校長挨拶  

※カフェ体験（中学部 Aグループよりカフェ）   
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協議

内容 

質疑

応答 

・  

提言

等 

【開会、校長挨拶】  

もみじフェスタが先日終わりましたが、インフルエンザ罹患が増えてきている。  コ

ロナ禍中は行えなかった学校見学を中心に行いたいと思います。  

 

【学校見学】  

小学部、中学部、高等部の順番で見学。  

 

【令和 5 年度学校経営計画の進捗状況について】  

（杉本校長）  

中期的目標について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１  教育的ニーズを踏まえた教育活動の推進  

・キャリア教育ではコロナ禍も開け、中学部は校外（ライフプラザ）でどこでもカ

フェ  

の出店を行い、地域の方との交流を図った。大変好評であった。  

・共同学習では、数年ぶりに体育館で全校の交流会を行った。  

 

２  専門性と授業力の向上  

・ ICT の活用について。玄関に「ドロップニュース」を設置。以前は無料であった

が、  

有料になり、費用は PTA予算より捻出してもらっている。小学部は実際に、その

場で  

確認を行ったり、コミュニケーションツールとして利用したりしている。  

 

・ PTA予算から VOCAや３ Ⅾプリンターを購入。授業に活用ができるように、教員

も  

使用方法について  勉強中。  

 

・スヌーズレンルームも充実してきている。来年度が本校 40 周年ということで、

周年行 

事でスヌーズレンを活用できればと現在企画をしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・働き方改革について。業務の効率化を考え、 Google form の活用を進めている。

教員の 

欠席連絡も Google form で行っている。教頭の業務量は減っていると考えられる。

今後 

は児童生徒も行えたらと考えている。  

 

・感染症の状況確認も管理職、首席で共有できるように Google form のスプレッド

シート  

を活用している。  

 

・勤務時間について。水曜日は労働安全衛生委員会より 17 時に放送を流し、 18 時

定時 

退庁を意識する取り組みも行っている。  

 

３  開かれた学校づくり  

・ブログや学校だよりは昨年度と同じペースで配信している。  

・地域における支援教育の専門性向上のためのセンター的機能の充実について。地

域の 

小中学校からの相談件数は 40 件（就学前： 15 件、小： 20 件、中 5 件）受けてい

る。  

また、地域の小中学校への研修講師は 10 件、スマイル相談室にも約 15 件校内外か



ら  

の相談を受け付けた。地域支援においても着実に発揮しているものと思う。  

 

４  安心で安全な学校づくり  

・人権教育の総合的な推進について。人権の出前授業を小学校で 6 件、中学校で 1

件依 

頼があり、実施をしている。ニーズが高まっている様子が伺える。  
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・大規模災害、感染症対策への具体的対応策の推進・強化について。  

今年度は初めて全校での引き渡し訓練を実施。  

・医療的ケアを必要とする児童生徒の安全確保の推進について。今年度も医療・福

祉関係機関を対象  

として学校見学会を 6 回実施予定。昨年度同様、 60 名ほど申し込みがあった。  

（林委員）  

 

・大規模災害時の避難所について昨年度からの進捗状況について教えていただきた

い。  

（李首席）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・箕面市との連携会議を今年度も実施した。本校で地域の方々を受け入れる福祉避

難所にするのは難しい。もし、本校に避難されてきた場合は萱野東小学校へ誘導す

る。  

 

・卒業生は受け入れていくのか検討をしている。  

（林委員）  

 

・大規模災害時に関して不安に思っている保護者の方々もいると聞いている。少し

でも安心材料になるために保護者へ情報共有ができればと思う。  

（山本委員長）  

・保護者にとってどんな情報が必要なのか精査して提供ができればよいだろう。  

（阿久根副委員長）  

・すべての内容を提供すると意図しない混乱が生まれる場合がある。提供する内容

を検討してもらいたい。  

（林委員）  

・電源が必要な児童生徒の保護者は災害時の不安が大きいように思える。通学バス

からも電源を取れることを知らない。それだけでも安心材料になるのでは。  

（李首席）  

 

・児童生徒がいる時は学校に通学バスは停車しているので、電源の確保はできる

が、下校後は通学バスからの電源確保はできない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（山本委員長）  

 

・基本的には各家庭で考えてもらい、確保していただくことがベースとなるであろ

う。混乱を防ぐためにも情報提供は精査していただきたい。  

（阿久根副委員長）  

・想定外の状況となった場合、例えば休みの日（教員が退勤後）に大規模な災害が

発生した場合は学校（避難所）の運営はできるのか。  

（杉本校長）  

・大規模災害となった場合、その規模に応じ、非常配備が発令され、教職員が学校

に参集することになっている。ただ、避難所としての運営がどこまでできるのかは

わからない。  

（阿久根副委員長）  

・豊泉家も福祉避難所の指定を受けているが、場所の提供のみである。一般的にま

ずは地域の避難所へ避難し、そこから福祉避難所へ振り分けられる。  

（林委員）  

・本校が福祉避難所ではないので、備蓄品の配給はない。そのあたりも課題と考え

られる。  
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（加藤委員）  

・校内見学をできて良かった。児童生徒の楽しんでいる様子がよく見られた。出前

授業や相談窓口など地域の学校へ発信することは大切と改めて感じられた。  

（阿久根副委員長）  

・校内を見学すると先生方がさまざまな場面で工夫されている様子が見て取れた。

今後は ICT の活用が活発になると思うが、 AI を活用することもあるのではないか。

新たなコミュニケーションツールとしてどのように使用できるのか、また考えてい

ただければと思う。  

（山本委員長）  

・授業では、 ICT の活用などとても工夫が見られた。教員と児童生徒が一体になっ

て学ばれているのは良いことだと思う。ただ、「自立と社会参加」のための教育を

するとなると、 ICT によるコミュニケーションだけでなく、その子どもの体験や経

験、脳がどれだけ働き全人的な学びになっているのかが重要になる。児童生徒の不

自由さをそのまま教員が受け入れすぎているのではないかと感じた。もっと教育と

してできることがある。例えば、手のひらや手の指、足の裏や足の指への刺激は重

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



要で、手足は、目的のある動作の要である。肩や股関節が自由関節であることも目

的のある動作を遂行するためである。子どもの人生において学校教育機関は、手厚

い人員配置がなされている。体の管理や姿勢、動作等に関わる自立活動の時間の指

導や学校生活全体を通して行う自立活動の指導が、児童生徒の発育成長に応じて適

切になされているのか考えていかなければいけない。隙間の時間を見つけ、手足や

呼吸のケア、体の管理ができることなども共有していただければと思う。  

【令和 6 年度使用教科用図書について】  

（北村首席）  

・準ずる教育の教科用図書も徐々に選定・採択されている。現在は小学部 1， 2 年

生と中学部、高等部は選定済みである。現在選定されている教科用図書も 11 月末

から 12 月初旬にかけて採択される予定である。  

【閉会、校長挨拶】  

・今日は児童生徒の様子とともに教室の環境整備も含めて学校見学をしていただき

ありがとうございました。最後の山本委員長のご助言について、今後も学ばなけれ

ばいけない部分と感じた。また教員へ周知していきます。次回第 3 回もよろしくお

願いします。  
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